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ろから中国各地において民族運動が激化しはじめた。上海は、さまざまな国の思惑がひしめき合い、租界地、国際金融、革命といったいろいろ 様相が一つの空間の中に交錯してあらわれる場所であったと言えよう。横光はこのような上海の空間を「不思議な場所」 、「世界で一番新しい形態の街」 、 「理解困難な場所」と言い、一言では言いあらわせな 上海という空間に熱い視線を持って滞在していたことが分かる。横光は 滞在 に妻 宛てた手紙の中でも「上海は各国が集つて政府を造つてゐる不 議な都会な で、ここの取引市場 興味 あ
る（
4）。 」としている。横光は「総てが銀の上を流れ


































えるわけにはいかない。しかし、上海という空間には、金と銀の流れの中で「民族の中の伝統や認識」から離れて「単純な形に整理」する人間をつくりだす力があるように見える。横光の「頭が全然ぼんやりして」しまったのも上海と う空間を横光自身の視線で見たからであろう。横光は上海という空間に母国の空間とは違うものを見、そして自分の身体 通してそれを感じとっているのだ　『上海』は横光が滞在した当時の上海を舞台としている。もちろん横光が体験した上海と小説 の は区別して考える必要があろう。しかし、横光が に滞在して上海という空間を見、そして身体を通して感じたという一連の流 は、 『 』における作中人物が『上海』という空間の中でおりなす一連の流れ 、内容は異なるが、体験するという点において同じ行為をしてい と言える。　本論では、横光利一の上海「体験」を簡単にまとめ、作中人物た



















同様に、名もない春婦たちが登場する場面が多く見られる。さらに、中心に位置す お杉 へと身を落と 、そのほかの女性たちもダンスホールの踊り子、妾など春婦に近い要素がある
（
6）。特に、参木
はこのような女性たちから好かれる存在 して描かれており、女性とかかわる場面は多い。最終章 も、参木 お杉のやり り 描れる。ようす に、作品のはじめから終わりまで参木と春婦 または春婦に近い女性とのかかわりが繰 返し描かれるこ になる　
二つ目は、参木と女性たちの関係である。ロシア人春婦は参木を













































の様子は喜びからは程遠いように見える。田口律男氏は、参木の競子に対する愛は「純粋」なものではなく、 「 〈金〉 〈地位〉 〈能力〉といった現実的な要素において、自己の無能を認めざるをえない参木の自己否定性 翳り」を 表出 する
（
12）と述べている。参木の競子に
向ける愛自体が「純粋」なものではないと断定するのは、早計に思われるが、参木の競子に向けた「愛」 結果的に参木を苦し ることになる。競子は作中には登場し い。つまり参木 「愛」は「あくまでも、参木のサイドからの一方的 〈何の形も い愛〉でしかないのであって、競子がそれにどう応え かについて 何 保証もない
（
13）」のである。参木は八章で銀行を首になっている。つまり参


































ぼえる。そして、参木は「暫く芳秋蘭の美しさと闘ひながら、彼女の動作を見詰めて」いる。十重田裕一氏が、参木 「他 人物たちよりも秋蘭 る頻度が高い
（
14）」と指摘するように、参木が芳秋蘭の



































































































のだが、それは「甲谷に見られてゐない片頬」にあらわれている。つまり、宮子は「踊子」以外の面を持って るのだが、その面を甲谷に見せることはなく、また甲谷 見ることはできない。そして、宮子自身、甲谷の前で 踊り 一般をさす、 「あたしたち」という語を繰り返して用い 個人として と向き うことはないのだ。甲谷の前での宮子は大勢いる の中の一人 り、宮子前での甲谷は大勢いる客の中 一人にすぎないのである。つまり、甲谷の宮子に対する視線は 「踊 」という枠 すことはできず、宮子に客以上の感情を抱か できない である。また、甲谷は自分が宮子を愛すると同じだけ 愛を宮子から得るこはできない。愛を相互に交換 こ できないのだ。　
宮子が甲谷の愛を受け入れないのは、甲谷の即物的な視線に原因
があるのかもしれない。では、その視点人物 機能は彼の間性をも即物的 非情であると規定することになる だろうか。










































い求めているのに対し 、甲谷は〈見えない〉他者 追 求めてい
83
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「参木とお杉の関係においても、山口をお杉に目をつけている存在とし、春婦となったお杉を尋ねようとしている設定を加えることで、三角関係図が出来上が」る、と指摘している。しかし、先ほどと同じように、参木と山口がお杉に好意をもち、彼女のもとに通っていたことをお互いが知っていた、という記述は見られない。その「三角関係図」は、三者の関係が愛する女性に対して、ライバルであるお互いの存在を〈知らない〉 、言 かえればお互いの存在が〈見えない〉三 つくることになるのだ。　
以上見てきたことをまとめると、 『上海』において、男性作中人
物は、愛する女性に する情報やその女性と他の男性との関係〈知らない〉設定のもとに描かれているということが分かる。男性作中人物は自分が登場しな 場面において進行する出来事の流 を感知できない。そしてその場面の状況を〈知る〉ため 必要な情報が、その場面を体験した他の作中人物から語られ こ はない である。また、 『上海』に登場する主な女性作中人物であ お杉 宮子、オルガ 芳秋蘭が互 に会話を交わす場面は見られない。それゆえに 彼女たちはお互いが誰を愛 い のか知る べは しもともとお互いの存在すら〈知らない〉のだ
（
21）。





いと思っていた。しかし、どちらも過去のこととして思い出したに過ぎず、実際には参木、山口と競子の関係に発展はなかった。参木の場合、過去の時点で甲谷に競子を愛していることを伝えれば、競子と 関係に発展があった可能性もある。 かし、参木は「云つたら甲谷は困るにちがひない」と思い 「ひ りひそかに困つて」いた。そのため、参木が競子を愛していたという情報が甲谷の耳に届かないのだ。また、高重は競子を山口に「やつても良い」と思っていただけで、実際に山口 そのこと 伝えはしな った 男女係が発展する機会が過去 あった もかかわらず、甲谷と山口は過去におい その情報があるこ すら知らない である。　
また、四章では甲谷がダンスホールで芳秋蘭の美しさに惹かれ、
外に出た彼女を追いかけ 場面 見られる。渋谷香織氏は、甲谷が芳秋蘭 惹かれることで、 「三角関係図」ができ、 「人間関係図」拡大するとしている
（
20）。しかし、甲谷が芳秋蘭に惹かれたことを参木












確かに前田氏の言う「娼婦」的な要素をもった女性人物は、職業や立場に差は見られるものの、彼らの視点から〈見られる〉対象として描かれることが多い。そこに 「常に植民する側は〈男 であり、植民さ 側 〈女性〉であるというオリエンタリズム
（
24）」を見
ることも可能 もしれない。 「植民する側」 「 され 側」は〈支配す 側〉 〈支配される 〉とも言えよ 。男性 して「植民する側」は自らの視点で女性たちを描き出し、女性は の視線、男性の行動によってその姿をあらわすのである。　
しかし、このような女性たちの中で、ほかの女性人物とことなる
位相のもとに描かれた人物がいる。そ はお杉だ お杉は「トルコ風呂」の湯女であったが、参木 戯れが原因で女経営者のお柳 怒りと嫉妬を買い、 「トルコ風呂」を首になる。その後お杉は参木を頼って彼の家 訪ねるが、参木 帰 前に甲谷 やってきて暗闇中で、彼女の貞操 奪う。朝 なってお杉は参木と甲谷の両方の姿を見、自分を奪ったのがどちら のか、迷い始め お杉は参木の家で数日 過ごした 、参木も甲谷も姿を見せず 自分が彼

































































の存在ではなくなる。一五章では視点人物参木は登場せず、お杉のみが登場している。当然そこでは参木の目 通し 作品世界が映し出される ではなく、 〈見られる〉対象であったお杉が を映すことになる。 〈見られる〉対象として今まで映し出されてきたお杉がなぜ、一五章以降視点人物となりえる　
一五章は「トルコ風呂」の職を失い、甲谷に貞操を奪われた




















































































た母子は母の稼ぎと恩給を頼りに生活をしていた。しかし、ある時恩給局から「恩給は、不正当であつたから、その日まで下つた全部の恩給額を返却すべし」という通知が来る。お杉の母は、恩給の返済という重圧とこれから 生活を悲観し自殺する。そ 後の様子は特に語られることもなく、いつの間にかお杉 上海に身 寄せたという事実のみが描かれる。当時の日本人女性について趙夢雲氏は次














































位相の違いが、参木が を抱くこと 判明するとし 。田口氏は両者 位相に重点をおいているが、本論では〈見る〉視線から参木が〈お杉を抱く〉行為 つ 考えてみたい。　
まず、参木が〈お杉を抱く〉行為がどのような意味を持っている








つたこと けだ。だが、それはた かに、悪事のうちでも一番悪いことにちがひなかつた 参木 思つた。／抱くといふこと、
章で、暴動が激化し、行くところがなくさまよう参木が、お杉のことをふと思い出し、彼女の家を訪ね、今まで手をのばさなかったお杉を「抱き」かかえたことに注目し考察する。　
先行研究においては、その多くが参木に力点を置いて論を展開さ
せている。た えば宮口典之氏は「お杉を抱くまさにその瞬間、参木は秋蘭のこと 同時に思い浮かべる。参木の内部には、お杉と秋蘭を同一視する視点が存在するのである。つまり、参木 とっては、お杉は秋蘭の身代わりとしての側面を持つと言えよ
う（
29）。 」と述べ、
参木がお杉 抱くことで、芳秋蘭 思い浮 べ から の内部には と芳秋蘭を同一 する視点があると言及している。前田愛氏は、参木は「深い闇につつまれ お杉の部屋 安息の眠りを手に入れ
る（
30）。 」としている。また、山本亮介氏は参木はお杉につい
て何も「考へない」状態になることで、 「お との間 はずの矛盾・ずれを無効化しながら、参木の過剰性・自己矛盾 も捨象してしまう結合体 生み出すこと」 り、二人の間に「存在してた様々な問題を抑圧ないし、無視することによって、既存の『間柄』を肯定的に追認し、再形成する行為となって る
（
31）」と指摘して





































































彼らと女性のやりとりは、 つも同じパターンを繰り返し、発展性がないのだが、それは、各人物 たがいに〈知らない〉情報が存在していることによってお 最後までひ つとして恋愛が成就せず作中人物 「ひ り」でいるこ で、作中にお て個がより明確に浮かび上がる効果があることを指摘した。　「二」では、 〈見られる〉対象として描かれる女性の中で、お杉が
〈見られる〉対象から〈見る〉視点人物の機能を得たということを検討し、彼女が作中の中心的視点人物参木 も対象化して ることを見いだ た。さらに、春婦に身を落 した彼女のあり様とロシア人春婦の境遇は似通っており、 の描かれ方のレベルの差を超えて同じ空間に描かれていること つまりお杉 名もなき人々 内実を語る役割を持っていることを指摘した。お杉には、作品全体で様々な描かれ方のレベルが異なるもの同士につな りを持たせる働
いうことが分かる。参木の上海を縦横無尽に駆け回るカメラ・アイと言われる機能は、彼が女性たちと発展のない関係を繰り返すことで成立したと言っても良いだろう。参木の視点は上海の様々な場面を映しだすことに成功しては たが、それは女性との関係発展のいやりとりの繰り返しに過ぎな っ 。最終章では女性関係 〈お杉を抱く〉 いう新たな展開を示したが、その行為そ も がお杉によって対象化され無意味化されるのであ　
また、お杉は名もない春婦と同様の境遇に陥ることで、彼女たち
































人々によって構成され、一見ばらばらでまとまりがないように見え、人々の描かれ方には絶対的な違いがあるように思える 、お互いが関連しあうことで、お互いの個性がより引き立てられているのである。具体的に言えば、最後にお杉の個性が引き立つことは、名もき人々のひとりひとりが個性を持っている存在で ことが引き立つことになる。　『上海』には様々な人、モノが混在しており、その多様性とそこから生まれるダイナミックな動きが描かれ い が、その うな人、モノはそれぞ がその位相に異 りを見せながらも、互 につなりを持って描かれるということを指摘すべきだろう。それによってこそ、それぞれの特徴がより深く描写され、その存在 作品内 強く浮き上がる仕組みを持っている。そ こ は作品 最後で 杉が















































を話題に挙げている。甲谷は［ 「いや、それや、僕も僕だが、それより参木の奴のことなんだよ、あ奴をもう少し何とかしてやらないと、死んで了ふ。 」 ］と参木を気にかけており 「山口の豪傑笑ひの中から 参木に対するいくらかの友情を嗅ぎつけると 喜び勇んで」いる。また、山口は暴動化する街に死を覚悟して出ようとする前の甲谷との会話のやり取りの中で、 「ともかくもこの場の悲痛な話をそんなに冗談にしてしまう甲谷 優しげな友情 感じ」 おり、
小説としての『上海』─」 （ 『文学』一九八一年八月） ］は、参木と甲谷の二人の男性の心を動かすことから、淫婦の媚態を帯びているとしている。また、李征氏［ 「身体性の表現と小説 政治学─横光利一『上海』における外国人表象─」 （ 『文学研究論集』一九九七年三月） ］は、革命家 いう役割だけではなく恋愛ヒロインとして貴婦人らしさを持ち合わせる美貌の持ち主、と指摘している。一方、倉数茂氏［ 「都市空間の系譜学⑵
　
セルロイドのなかの革命」 （ 『早











」 （ 『國學院雑誌』七九巻六号、一九七八年六月、八頁） 。
（９）
　
篠田浩一郎「 『海に生くる人々』と『上海』 」 （ 『使者』七号、一
98


















































相に立」ち、参木は銀行を首になったがまた綿糸工場に勤めたことから、両者の存在の差異を確認し、さらに、 「二人の存在の位相が異なることで参木を相対化させている」 （ 『近代日本文学試論』一九八五年一二月 五
─八頁）と指摘している。本論においては、お杉















































」 （ 『山口国文』 、一
九九九年三月、五二
